


第19号　平成21年11月　やず町議会だより 23 やず町議会だより　第19号　平成21年11月

平成21年度補正予算

▲併用開始
　を待つアンテナ

▲急ピッチで進む防災行政無線工事

九
月
議
会
定
例
会
を
八
日
か
ら
二
八
日
ま
で
二
一
日
間
の
会
期
で

開
催
し
た
。

平
成
二
〇
年
度
決
算
、
平
成
二
一
年
度
補
正
予
算
等
、
町
長
提
出

議
案
三
四
件
、
議
員
発
議
三
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。
ま
た
、
陳
情
四
件
は
い
ず
れ
も
採
択
し
た
。

一
般
質
問
は
、
一
四
人
の
議
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
町
長
・
教

育
長
に
質
し
た
。

・
基
金
繰
入
金

△
一
億
八
、六
○
○
万
円

歳
出
内
訳
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
。

・
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

二
五
億
三
、一
二
五
万
円

町
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル

の
敷
設
に
よ
る
超
高
速
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整

備
、
C
A
T
V
の
導
入
、
郡

家
地
域
へ
の
防
災
行
政
無
線

の
整
備
を
行
う
。

・
移
動
通
信
鉄
塔
整
備
事
業

二
億
二
、一
九
一
万
円

携
帯
電
話
の
不
感
地
区
解

消
の
た
め
の
鉄
塔
建
設
を
行

う
。

・
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
事

業　

四
億
九
、八
五
三
万
円

小
学
校
三
校
、
中
学
校

二
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

う
。

・
小
規
模
特
別
擁
護
老
人

ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
整
備
に
対
す

る
補
助二

億
七
、七
七
五
万
円

・
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤

整
備
事
業

四
、九
三
八
万
円

林
道
整
備
を
行
う
も
の
。

・
地
域
イ
ン
ト
ラ
再
構
築
事

業　
　
　

 

一
、九
二
五
万
円

  

県
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
関
係

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
う
。

・
ふ
る
里
の
森
合
併
浄
化
槽

整
備
事
業

一
、○
六
三
万
円

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業　

 

一
、七
三
〇
万
円

就
学
前
の
五
歳
か
ら
三
歳

の
児
童
を
対
象
と
し
、
一
人

当
た
り
三
万
六
千
円
。

質
疑地

域
活
性
化
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
対
象
事
業
の
小
中

学
校
の
地
震
補
強
、
情
報
通

信
整
備
事
業
等
は
、
政
権
が

交
代
し
た
今
、
予
算
の
裏
づ

け
は
問
題
な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

現
在
進
め
て
い
る
の
は
、

内
示
を
も
ら
っ
て
い
る
も
の
。

こ
れ
か
ら
交
付
決
定
の
も

の
も
あ
り
、懸
念
さ
れ
る
が
、

発
注
段
階
で
中
止
し
て
い

く
。
後
戻
り
は
で
き
な
い
。

質
疑情

報
通
信
基
盤
整
備
事
業

は
、
非
常
に
大
き
な
予
算
額

で
長
期
に
わ
た
る
検
討
課
題

だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
い
た
っ

て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
決
断
し
た

理
由
は
。

答
弁 

平
木
町
長

　

従
来
は
二
〇
億
円
の
う
ち

国
の
補
助
金
は
三
億
三
千
万

円
。
五
年
く
ら
い
か
か
る
見

込
み
。
今
回
は
国
の
大
型
補

正
で
九
〇
%
は
国
費
。

必
要
は
認
識
し
て
い
た

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
加
入
希

望
は
、
五
五
%
だ
っ
た
。

質
疑

①
小
規
模
老
人
ホ
ー
ム
併
設

の
小
規
模
介
護
事
業
所
の
事

業
主
体
は
、
ど
な
た
で
、
場

所
は
ど
こ
か
。

②
計
画
は
、
町
側
か
ら
の
働

き
か
け
か
、
事
業
所
か
ら
の

働
き
か
け
か
。

③
計
画
は
い
つ
か
ら
浮
上
し

た
か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
社
会
福
祉
法
人
「
や
ず
」

で
、
八
東
地
域
の
北
山
。
今

撤
退
し
て
い
る
グ
レ
ー
ス
跡

地
。

②
社
会
福
祉
法
人「
や
ず
」。

③
交
付
金
に
つ
い
て
の
説
明

会
が
あ
り
、
九
月
三
日
に
緊

急
な
話
で
、
介
護
保
険
事
業

計
画
運
営
委
員
会
が
開
か
れ

承
認
さ
れ
た
。

質
疑 緑

の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
中
身
は
な
に

か
。
ど
う
い
う
施
設
か
。

答
弁 

細
田
保
健
課
長

鳥
取
県
の
基
金
で
、
県
産

材
の
利
用
拡
大
の
た
め
の
施

設
整
備
を
行
う
目
的
の
も

の
。
木
造
公
共
施
設
等
整
備

と
し
て
、
地
域
材
の
利
用
で

一
㎥
当
た
り
五
万
円
、
建
築

費
一
㎥
当
た
り
一
三
万
五
千

円
の
補
助
を
行
う
。

反
対
討
論 

髙
橋
議
員

老
人
福
祉
施
設
の
建
設
計

画
が
唐
突
に
ほ
ぼ
完
成
し
た

形
で
盛
り
込
ま
れ
た
。
議
会

が
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
蚊

帳
の
外
。
単
に
追
認
さ
せ
ら

れ
る
だ
け
の
ト
ン
ネ
ル
事
業

だ
。
議
会
軽
視
も
は
な
は
だ

し
い
。
単
純
に
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

賛
成
討
論 

小
倉
議
員

介
護
施
設
に
つ
い
て
、
待

機
者
が
非
常
に
多
い
現
状

だ
。
町
内
に
施
設
が
で
き
る

こ
と
は
、
住
民
に
と
っ
て
も

安
心
な
生
活
確
保
と
い
う
意

味
で
大
切
な
こ
と
。

反
対
討
論 

前
土
居
議
員

待
機
者
数
や
建
設
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
施
設
を
建
て

よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
出
さ
れ
た
資
料
の
み
で
あ

り
、
問
題
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
介
護
保
険
運
営
委

員
会
で
承
認
さ
れ
た
と
の
説

明
の
日
に
は
議
案
が
で
き
て

い
る
。

手
続
き
が
不
十
分
な
ま
ま

議
会
と
し
て
し
っ
か
り
検
討

し
な
い
中
で
通
す
こ
と
は
役

目
放
棄
で
あ
る
。

賛
成
討
論 

岡
嶋
議
員

地
域
活
性
化
交
付
金
事
業

を
初
め
と
す
る
各
事
業
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
多
種
に
わ

た
る
事
業
を
盛
り
込
み
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

た
い
と
い
う
意
気
込
み
が
感

じ
ら
れ
る
。
国
か
ら
の
交
付

金
事
業
で
あ
り
、
有
効
に
最

大
限
に
活
用
し
町
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
の
は
よ
い
こ
と
だ

と
思
う
。

反
対
討
論 

矢
部
議
員

介
護
施
設
の
関
係
の
中
で

特
に
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
る
部
分
を

問
題
に
し
た
い
。

ほ
と
ん
ど
林
業
関
係
者
の

み
の
県
林
業
協
会
で
決
定
さ

れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
初
め
か
ら
特
定
の
事
業
者

あ
り
き
と
い
う
形
で
の
話
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
決
定
過

程
が
不
透
明
で
あ
る
。

反
対
討
論 

西
尾
議
員

プ
ロ
セ
ス
が
不
透
明
と
い

う
こ
と
と
、
緑
の
産
業
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
ほ
う

が
、
本
町
で
は
一
つ
も
希
望

が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
理

解
し
が
た
い
。

介
護
基
盤
整
備
事
業
の
補

助
金
が
緑
の
事
業
と
合
算
し

て
約
二
億
八
千
万
円
が
、
一

法
人
に
補
助
金
と
し
て
出
る

こ
と
が
納
得
い
か
な
い
。
ほ

か
は
賛
成
で
き
る
が
、
こ
こ

だ
け
が
ひ
っ
か
か
る
。

賛
成
討
論 

小
林
議
員

緑
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
、
介
護
基
盤
緊
急
整
備

事
業
の
補
助
金
は
、
多
く
の

待
機
者
が
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

こ
の
事
業
が
必
要
だ
。
八
〇

人
未
満
の
施
設
で
は
収
支
が

合
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
事

業
。
小
規
模
多
機
能
型
の
居

宅
施
設
で
あ
り
、
必
要
な
予

算
で
あ
る
。

反
対
討
論 

川
西 

聡
議
員

討
論
を
聞
い
て
い
る
と
反

対
討
論
者
は
「
非
常
に
不
透

明
な
部
分
が
あ
る
」、
賛
成

討
論
者
は
そ
の
こ
と
に
は
一

切
触
れ
ず
に
、
た
だ
「
こ
の

事
業
は
意
味
が
あ
る
」
と
言

う
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
議

論
の
中
身
は
勝
負
あ
っ
た
と

思
う
。

　

連
合
審
査
の
と
き
町
当
局

者
は
、「
県
が
そ
う
し
て
く

れ
」
と
言
っ
て
い
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。
約
二
億
八
千

万
円
の
貴
重
な
税
金
を
、
不

透
明
な
ま
ま
、
何
の
疑
問
も

差
し
挟
ま
な
い
で
、
そ
の
と

お
り
で
結
構
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

国
の
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
と
し
て
の
交
付

金
・
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
空
前
の
大
幅
な
補
正
予
算

と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
合
併
以
来
の

懸
案
で
あ
る
町
内
全
域
の
情

報
化
が
平
成
二
三
年
春
ご
ろ

ま
で
に
完
備
す
る
。

①
町
内
全
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル

を
敷
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
は
じ
め
と
す
る
超
高
速

の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信
環

境
を
整
備
す
る
。

②
町
内
全
域
に
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
（
C
A
T
V
）
を
導
入

し
、
行
政
放
送
や
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
・
衛
星
放
送
な
ど

の
受
信
を
可
能
と
す
る
。

③
郡
家
地
域
の
防
災
行
政
無

線
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
二
〇
年
度
か
ら
始
め
て

い
る
八
東
地
域
・
船
岡
地
域

の
整
備
と
合
わ
せ
て
町
内
全

域
の
シ
ス
テ
ム
の
統
合
と
デ

ジ
タ
ル
化
が
完
了
す
る
。

④
防
災
無
線
の
端
末
機
を
活

用
し
た
防
災
告
知
シ
ス
テ
ム

も
構
築
す
る
。

◆
一
般
会
計

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

三
九
億
三
、九
○
○
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額

一
三
七
億
一
、四
一
六
万
円

と
し
た
。

今
年
度
五
回
目
の
補
正
で

あ
り
、
年
度
当
初
予
算
に
対

し
、
合
わ
せ
て
五
〇
・
五
%

増
額
と
な
っ
た
。

歳
入
内
訳
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
。

・
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

な
ど
の
国
庫
補
助
金

二
六
億
四
、六
二
五
万
円

・
地
方
交
付
税

三
億 

二
四
五
万
円

・
県
補
助
金

四
億
五
、二
○
八
万
円

・
町
債五

億
九
、二
八
○
万
円
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基金（積立金）の動き （単位：千円）

区　　　　　　分 平成１７年度末 平成１８年度末 平成１９年度末 平成２０年度末
財政調整基金 817,450 801,450 805,150 809,750
減　債　基　金 143,275 145,775 146,475 152,475
まちづくり基金 150,000 300,000 450,000 603,500
ふるさと活性化基金 － － － 1,020
その他の基金 158,153 212,523 262,179 211,714

合　　　　　　計 1,268,878 1,459,748 1,663,804 1,778,459
＊平成20年度末　町民一人当たり90千円

地方債（借金）の動き （単位：千円）

会　　　　　　計 平成１７年度末 平成１８年度末 平成１９年度末 平成２０年度末
一　　般　　会　　計 10,974,556 11,097,097 11,436,444 11,291,720

簡易水道特別会計 2,690,452 2,597,861 2,489,852 2,353,952
住宅資金特別会計 189,503 151,835 127,147 106,416
公共下水道特別会計 4,417,335 4,194,300 3,967,647 3,741,837
農業集落排水特別会計 7,966,043 7,604,633 7,213,196 6,791,736
宅地造成特別会計 142,900 131,459 169,286 206,357
その他の特別会計 13,785 11,768 9,895 7,996

合　　　　　　計 26,394,574 25,788,953 25,413,467 24,500,014
（注）端数は「その他の特別会計」で調整　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 ＊平成20年度末　町民一人当たり1,248千円 平成20年度財政健全化判断比率（単位：％）

健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

本　　　　　町 －（－） －（－） 15.5（16.6） 129.1（129.8）

参
考
早期健全化基準 14.17 19.17 25.0 350.0 
財政再生基準 20.00 40.00 35.0 

注１：（　　）は前年の数値、　注２：－は、赤字額が生じていないため赤字比率がないことを表している。

▲新設された中央中学校プール

平成 20 年度は、町政執行の基本指針となる総合計画を基本として、
必要な予算を計上し執行され、町勢発展のための努力がなされている。
総合計画に位置付けられている財政計画は4 年度目に当たるが、歳入
で 0.33%、歳出で 2.49%下回っているが概ね計画に沿って執行されて
いる。
歳入では、依存財源の割合がやや上昇し、収入未済額、滞納額が
増加している。収納業務においては、収納対策室の設置など態勢の強
化が図られ、不納欠損額は2,961万円で前年に比べ 2,173万円増加し
ている。一方、町税等の収入未済額は3億 3,904 万円で前年に比べ
793万円で 2.39% 増加している。滞納の改善には、町民の理解と協力
が基本となるが、住民の置かれている厳しい経済環境を認識し、コン
プライアンス態勢の一層の強化と、スピーディーで厳正かつ的確な事務
の執行を求めたい。
歳出は主に教育費の減により21億 9,500万円減少した。地方債の
残高は総額 245 億円で前年に比べ 9 億1,300万円減少し、町民一人
当たり124万円である。
基金は総額17億 7,845 万円で、予定していた一般会計への取崩し

もなく前年に比べ1億1,400万円増加した。町民一人当り9万円である。
財政の諸比率は、財政力指数は0.271で前年比 0.001ポイント改善、

経常収支比率は87.6%で前年比1.9ポイント改善している。起債制限
比率は9.6%で前年比 0.4ポイント改善している。
今後、一層厳しくなると予想される財源確保に備え、行財政運営を
抜本的に見直し、財政運営の再構築をめざしている行政改革大綱、具
体的推進計画である集中改革プランの確実なる実行は財政的にも重要
な課題である。集中改革プランの進捗状況等の情報公開と町民とのコ
ミュニケーションの強化にも努力の跡が見られるが、改革の鍵と思われ
る行政の「危機意識と改革意欲」の一体感は、町民にまだ十分に伝わっ
ていないように思われる。行政のやる気が住民の共感を呼ぶのではない
か。住民と行政の協働なくして町づくりは困難である。的確な財政計画
と財源の確保、予算の有効的な活用により、町の総合計画に沿った将
来構想の実現に一層の努力が望まれる。

平成20年度 決算監査意見書の概要（抜粋）

 

一
般
会
計
と

一
五
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た

決
算
総
額
は
、

歳
入
一
五
二
億

九
、八
七
六
万

円
、
歳
出
一
四

七
億
五
、
四
六

四
万
円
と
な
っ

た
。

　

「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基

づ
く
平
成
二
〇

年
度
決
算
の
健

全
化
判
断
比
率

は
、
い
ず
れ
も

基
準
を
ク
リ
ア

し
た
。

平
成
二
〇
年
度

決　

算

財政健全化指標
すべてOK

指標の見方
これらの比率は、全て小さい数値がよいとされている。
比率が早期健全化基準を超えると「早期健全化団体」となり、国・県の指導のもとに起債等の規制を受ける。また、
財政再生基準を超えると「財政再生団体」となり、予算編成は国の同意が必要となる。
○実質赤字比率……………… 一般会計等の実質赤字の標準財政規模（税収等の収入が標準的に見込まれる規模。

20年度は、約66億7千万円）に対する比率
○連結実質赤字比率………… 特別会計を含む全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
○実質公債費比率…………… 実質的な公債費（借金の返済金）の負担の程度を示す指標
　　　　　　　　　　　　　一般会計の公債費及び上下水道事業等の公営企業会計などの元利償還金充当分を含

む経費の標準財政規模に対する比率
○将来負担比率……………… 一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標準財政規模に対する比率

　

予
算
総
額
一
〇
〇
億
二
、七

六
五
万
円
に
対
し
、
歳
入
総
額

は
九
三
億
六
、
六
八
六
万
円
、

歳
出
総
額
は
九
一
億
三
、
七
五

二
万
円
で
歳
入
歳
出
差
引
額

は
、
二
億
二
、
九
三
三
万
円
と

な
っ
た
。

反
対
討
論 

川
西 

聡
議
員

町
広
報
紙
を
団
体
に
補
助

金
ま
で
出
し
て
区
長
へ
配
布
し

て
い
る
こ
と
、
納
税
組
合
へ
の

徴
税
費
（
徴
収
協
力
金
）
の
支

出
、
後
期
高
齢
者
医
療
総
務

費
の
予
算
措
置
の
三
点
で
決
算

認
定
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

◆
決
算
審
査
報
告

決
算
審
査
の
意
見
書
の
概
要

は
次
表
の
と
お
り
。

質
疑意

見
書
の
中
の
「
改
革
の
か

ぎ
と
思
わ
れ
る
行
政
の
危
機
意

識
と
改
革
意
欲
の
一
体
感
は
、

町
民
に
は
ま
だ
伝
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
あ
る

が
、
そ
の
根
拠
と
対
策
は
。

施
設
・
建
物
等
の
管
理
に

つ
い
て
の
チ
ェ
ッ
ク
の
在
り
方
、

効
率
的
な
使
用
と
い
う
面
も
含

め
て
所
見
を
。

答
弁 

田
中
代
表
監
査
委
員

進
捗
状
況
も
町
報
で
何
回

も
報
告
し
、
一
定
の
努
力
の
跡

は
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で
十
分

か
ど
う
か
、
行
政
の
中
で
一
体

感
を
持
っ
て
進
め
て
い
る
か
と

い
う
と
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、

も
っ
と
努
力
が
い
る
と
思
っ
て

い
る
。

財
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
か

な
り
の
部
分
は
実
際
に
帳
簿
と

照
合
を
進
め
て
い
る
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
努
力
す
べ

き
点
は
あ
る
。

質
疑

　

町
税
が
、
前
年
対
比
四
二
〇

万
円
減
収
に
な
っ
た
要
因
は
人

口
の
減
少
か
、
不
況
に
よ
る
不

納
に
よ
る
も
の
か
。

答
弁 

田
中
代
表
監
査
委
員

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
働
く

人
が
減
少
す
る
な
ど
、
町
民
の

税
の
負
担
能
力
が
変
化
し
て
い

る
。滞

納
に
対
す
る
努
力
は
進
ん

で
い
る
が
、
当
年
度
の
収
入
未

済
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る
。
不

況
だ
と
か
い
ろ
ん
な
影
響
で
ボ

デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
き
い
て
き

つ
つ
あ
る
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改

正
緊
急
の
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
平
成
二
一
年
一
〇

月
一
日
か
ら
同
二
三
年
三
月

三
一
日
ま
で
に
支
給
す
る
出

産
育
児
一
時
金
を
現
在
の

三
五
万
円
か
ら
三
九
万
円
に

す
る
も
の
。

◆
町
長
及
び
副
町
長
並
び
に

教
育
長
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
改
正

 

町
民
税
の
賦
課
誤
り
、
介

護
保
険
料
特
別
徴
収
通
知
書

の
記
載
誤
り
等
の
責
任
と
し

て
、
町
長
の
平
成
二
一
年
一

○
月
分
給
料
月
額
を
五
%
減

額
す
る
も
の
。
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＊陳情４件について審査し、いずれも採択とした。
件　　　　　名 提　　出　　者 審　査　結　果

２０１０年度国家予算編成において、
教育予算拡充を求める陳情書

鳥取県教職員組合東部支部支部長
井上　匡央 採択（陳情の趣旨を認めた）

陳情書（八東地域才代の県道融雪装置
の改善について）

八東校区区長会代表世話人
坂尾　文正　他３名 採択（陳情の趣旨を認めた）

陳情書（八東地域才代の県道融雪装置
の改善について）

才代部落
区長　坂尾　文正 採択（陳情の趣旨を認めた）

気候保護法制定についての国への意
見書採択のお願い

日本科学者会議鳥取支部
代表幹事　奥野　隆一　他 3名 採択（陳情の趣旨を認めた）

意見書提出に関する議員発議                                        
○意見書を関係機関に送ったもの
・2010 年度国家予算に関する意見書（内閣総理大臣ほか関係大臣へ）
　要旨： 2010 年度の教育予算を国全体として、しっかりと確保することを求めるもの
・「気候保護法（仮称）」の制定に関する意見書（衆参両議院議長ほか関係大臣へ）
　要旨：温室効果ガス削減目標の設定及びその実現のための制度を法律で定めることを求めるもの
・EPA（経済連携協定）・FTA（自由貿易協定）促進路線の見直しを求め、日米 FTAの促進に反対す
る意見書（内閣総理大臣ほか関係大臣へ）
　要旨：EPA・FTA促進路線を見直すこと、アメリカとのFTA交渉を行わないことを求めるもの

町民一人当たりの納税額
一人当たり

町 民 税 32,770円
固定資産税 31,287円
軽自動車税 2,477円
た ば こ 税 3,871円
合 計 70,405円

注）町収入分のみ
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一

般

質

問
　

こ

こ

が

聞

き

た

い

！

9 やず町議会だより　第19号　平成21年11月

一

般

質

問
　

こ

こ

が

聞

き

た

い

！

▲ちょっぴり遠くても、元気に歩いて登校
（丹比小学校児童）

▲楽しい食事（国中保育所）

▲行政懇談会（大江公民館）

矢部　博祥 議員

公
共
交
通

利便性確保を

町長／確保は行政の責務

西尾　節子 議員

食　

育

健康面で最も
　　　　　大切だと思うが
教育長・町長／あらゆる面から
　　　　　　指導している

池本　強 議員

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

内容・実施時期を
　　　　　　明らかにせよ
町長／自治基本条例は
  22年3月議会に提案したい

前土居　一泰 議員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新型インフルエンザの
　　　　　　　　　対策は
町長／手洗い・うがい・
　　　マスクが唯一の予防

質
問日

常
生
活
に
と
っ
て

生
活
交
通
の
確
保
は
、

地
域
を
支
え
る
血
管

（
道
路
）
で
あ
り
、
血

液
（
交
通
網
）
だ
。

①
町
内
の
道
路
の
整
備

状
況
は
。
特
に
二
九
号

線
の
渋
滞
緩
和
対
策

は
。

②
町
営
バ
ス
運
営
で
公

共
交
通
が
な
い
地
域
に

新
路
線
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

③
タ
ク
シ
ー
利
用
の
補
助
を

バ
ス
料
金
見
合
い
の
負
担
と

な
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
総
合
計
画
の
七
つ
の
道
路

事
業
は
二
一
年
度
中
に
完
了

す
る
。
丹
比
縦
貫
線
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
課
題
だ
。

二
九
号
線
の
渋
滞
緩
和

は
、
か
な
り
よ
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
国
土
交
通
省
は
、

三
車
線
・
四
車
線
化
の
必
要

性
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

②
私
都
線
・
大
江
線
は
、
赤

字
で
あ
り
、
民
間
事
業
者
が

撤
退
し
て
も
現
在
の
枠
組
み

は
、
最
低
限
確
保
す
べ
き

だ
。
公
共
交
通
の
空
白
地
域

に
は
タ
ク
シ
ー
の
補
助
地
域

を
拡
大
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

③
な
か
な
か
難
し
い
。

質
問ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
町
営
乗

合
い
バ
ス
に
切
り
替
え
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁 

西
山
教
育
長

今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の

推
移
を
見
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
現
状
で
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

 

そ
の
他
の
質
問

・
町
民
意
見
公
募
手
続
き

条
例
は
活
か
さ
れ
て
い
る

か
。

質
問食

育
は
、
幼
児
期
や
義
務

教
育
を
受
け
る
時
期
の
指
導

が
、
人
生
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
健
康
面
か
ら
考
え

て
も
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
う
。

①
総
合
的
な
学
習
時
間
の
減

に
伴
う
変
化
は
。

②
学
校
栄
養
職
員
は
食
育
に

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
。 

③
保
護
者
と
の
連
携
、
保
護

者
へ
の
啓
発
な
ど
は
。
「
弁

当
の
日
」
の
設
定
は
。

④
生
産
者
と
の
交
流
、
指
導

の
状
況
は
。

⑤
保
育
所
で
の
食
育
は
。

答
弁 

西
山
教
育
長

①
変
化
な
し
。
指
導
要
領
の

改
定
は
平
成
二
三
年
度
か

ら
。

②
栄
養
職
員
は
、
学

校
に
出
向
い
て
い

る
。
学
年
に
応
じ
て

マ
ナ
ー
、
偏
食
改

善
、
地
産
地
消
に
よ

る
食
の
安
全
啓
発
、

郷
土
食
・
食
文
化
の

継
承
、
日
本
型
食
生

活
の
実
践
な
ど
食
育

全
般
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
る
。

③
保
護
者
と
の
交
流

質
問六

月
議
会
で
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
示
さ
れ
た
が
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
た
る
も
の
、
数
値

を
含
め
、
内
容
、
実
施
時
期

等
具
体
的
に
明
ら
か
に
示
す

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
い
か
に
。

答
弁 

平
木
町
長

①
自
治
基
本
条
例
の
制
定

平
成
二
二
年
三
月
議
会
に

提
案
し
た
い
。
提
案
ま
で
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
町
民
意
見
公

募
・
意
見
交
換
等
を
行
い
、

町
民
の
意
識
醸
成
を
図
っ
て

い
く
。

②
庁
舎
整
備
の
取
組
み

二
一
年
度
末
を
目
標
に
、

総
合
支
所
方
式
の
課
題
を

検
証
し
分
庁
方

式
を
検
討
し
て

い
く
。
庁
舎
の

建
築
は
、
今
期

中
に
方
向
性
を

出
し
た
い
。
合

併
特
例
債
を
考

え
れ
ば
、合
併

後
一
〇
年
と
な

る
年
の
二
年
前

に
は
着
工
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③
小
・
中
学
校

等
の
統
廃
合

保
育
所
も
老
朽
化
し
て
お

り
、今
年
中
に
町
の
考
え
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
出
し
て
い

き
た
い
。

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

二
二
年
度
末
に
教
育
委
員
会

の
方
針
を
出
さ
な
い
と
い
け

な
い
。

答
弁 

西
山
教
育
長

①
給
食
セ
ン
タ
ー
建
築

本
年
度
に
用
地
取
得
、
来

年
度
に
造
成
、
再
来
年
に
建

設
の
運
び
。

②
郡
家
駅
整
備
等

基
本
構
想
は
、
二
二
年
度

中
の
策
定
に
向
け
て
協
議

し
、
そ
の
後
、
実
施
計
画
を

策
定
す
る
。

質
問町

民
の
健
康
・
安

心
・
安
全
を
守
る
立

場
の
町
に
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策

を
尋
ね
る
。

①
ど
の
よ
う
な
対
策

を
た
て
て
い
る
か
。

②
抗
菌
マ
ス
ク
の
配

布
予
定
は
あ
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
対
策
本
部
の
設
置
。
相
談

窓
口
を
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
設
け
た
。
防
災
無
線
で
の

注
意
喚
起
は
七
回
や
っ
て
い

る
。
手
洗
い
・
う
が
い
・
マ

ス
ク
が
唯
一
の
予
防
対
策

だ
。

②
人
工
透
析
・
妊
婦
・
生
活

保
護
の
人
等
に
は
五
枚
セ
ッ

ト
く
ら
い
は
配
布
す
る
。
糖

尿
な
ど
自
主
的
に
名
乗
り
出

ら
れ
た
場
合
も
支
給
す
る
。

質
問患

者
が
出
た
と
き
学
級
閉

鎖
等
は
あ
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

学
校
は
一
ク
ラ
ス
二
名
患

者
が
出
た
と
き
が
学
級
閉
鎖

の
基
準
で
あ
る
。
保
育
所
も

同
じ
だ
が
、
元
気
な
子
ど
も

は
同
じ
地
域
内
の
ほ
か
の
保

育
所
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

質
問患

者
が
出
た
個
人
の
家
庭

に
対
し
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅

待
機
に
な
る
と
思
う
が
、
自

粛
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
試
行
さ
れ
て
い
る
人
事
評

価
制
度

・
人
権
教
育
事
業
に
お
け
る

地
区
推
進
委
員
会
の
活
動 ▲読売新聞より抜粋

給
食
や
、「
弁
当
の
日
」に
つ
い

て
は
保
護
者
と
検
討
す
る
。

④
生
産
者
の
畑
で
生
育
状
況

の
見
学
を
行
い
、
学
校
で
苦

労
話
や
食
材
を
提
供
す
る
思

い
な
ど
を
聞
く
交
流
給
食
も

実
施
し
て
い
る
。

答
弁 

平
木
町
長

⑤
国
を
挙
げ
て
や
っ
て
い
く

姿
勢
で
あ
る
。
町
で
も
食
育

計
画
を
作
成
し
、
安
全
で
質

の
高
い
食
環
境
、
食
事
マ

ナ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。
町

内
・
県
内
産
で
八
四
%
の
食

材
を
調
達
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
「
婚
活
」
へ
の
取
組
は

・
庁
舎
自
動
販
売
機
が
必
要

か
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▲個人住宅に設置されている太陽光発電
システム（船岡地区）

▲ハッケヨイのこった！！（八東小学校）

▲郡家老人福祉センター

岡嶋　正広 議員

太
陽
光
発
電

システム設置の
　　　　補助制度の活用は
町長／制度と価格を慎重に
　　　判断する必要がある

川西　末男 議員

健
全
育
成

相撲に対する
教育委員会の支援は

教育長／補助金を十分
活用してほしい

栄田　秀之 議員

福
祉
行
政

行政の支援体制は

町長／町としてできる
　　　　　部分は対応する

髙橋　信一郎 議員

農
業
所
得

確保に向けての政策を

町長／鋭意努力している

質
問地

球
温
暖
化
防
止
の
観
点

か
ら
、
国
を
挙
げ
て
導
入
促

進
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
に

お
い
て
、
我
が
町
も
町
内
の

自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
業
者
に
対
し
て
の
助
成
が

制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
次
の

四
点
を
伺
う
。

①
町
民
へ
こ
の
制
度
を
知
ら

せ
る
方
法
は
。

②
事
業
所
へ
の
設
置
補
助
は
。

③
公
共
施
設
へ
の
設
置
は
。

④
電
力
を
買
っ
て
も
ら
え
る

保
証
は
。

答
弁 

平
木
町
長

①
八
月
一
日
か
ら
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
交
付
要
綱
、
申

請
様
式
等
を
公
開
し
、
広
報

や
ず
九
月
号
に
も
掲
載
し

て
い
る
。
町
民

の
皆
様
に
活
用

し
て
も
ら
い
た

い
。

②
今
後
の
情
勢

は
わ
か
ら
な
い

が
、
今
の
段
階

で
事
業
所
の
補

助
は
考
え
て
い

な
い
。

③
環
境
保
全
意

識
の
向
上
と

い
っ
た
観
点
か
ら
意
義
の
あ

る
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。
導

入
を
検
討
し
た
い
が
、
国
・

県
の
補
助
制
度
の
動
向
と
、

買
取
り
価
格
の
状
況
を
慎
重

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
国
は
電
力
会
社
に
所
定
の

価
格
で
の
買
い
取
り
を
義
務

づ
け
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
調
整

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

個
人
シ
ス
テ
ム
の
余
剰
電

力
は
買
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
活
性
化
・
臨
時
交
付

金
事
業

・
学
校
評
議
員
制
度
の
現
状

は

質
問八

東
小
学
校
で
は
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
数
年
前
か
ら
本
格
的
で

は
な
い
が
、
屋
根
つ
き
の
土

俵
で
相
撲
を
と
っ
て
い
る
。

今
年
は
十
五
夜
相
撲
大
会

を
秋
に
予
定
し
て
い
る
。
保

護
者
の
方
に
負
担
が
か
か
る

と
思
う
。
教
育
委
員
会
と
し

て
支
援
の
考
え
は
。
ま
た
、

町
内
の
小
学
校
へ
、
大
会
へ

の
参
加
呼
び
か
け
の
考
え
が

あ
る
か
。
教
育
長
に
伺
う
。

答
弁 

西
山
教
育
長

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の

補
助
金
を
十
分
活
用
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
相
撲
大
会
の

案
内
は
可
能
か
と
思
う
の
で

考
え
る
。

若
桜
鉄
道
の
活
性
化
策
は

質
問

①
徳
丸
駅
が
八
東
と
丹
比
の

中
間
に
あ
る
。
八
東
の
八

と
丹
比
の
比
を
合
わ
せ
て

「
ハ
ッ
ピ
ー
駅
」
と
変
更
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
S
L
を

走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
駅
名
変
更
は
、
地
元
の
合

意
形
成
が
い
る
と
思
う
。
ま

た
、
費
用
の
問
題
が
あ
る
。

②
S
L
に
つ
い
て
は
、
夢
は

夢
で
終
わ
ら
せ
た
く
は
な
い

か
ら
、
今
後
、
ど
う
い
う
状

況
下
に
な
っ
て
く
る
か
わ
か

ら
な
い
が
、
一
緒
に
な
っ
て

考
え
た
い
。

質
問 

①
完
全
失
業
者
は
、
過
去
最

高
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
町

に
お
い
て
も
、
生
活
困
窮
者

や
生
活
保
護
を
受
け
る
方
の

増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

②
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方

へ
の
介
護
支
援
体
制
は
十
分

に
さ
れ
て
い
る
か
。

③
福
祉
担
当
職
員
の
人
材
確

保
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

①
町
と
し
て
で
き
る
部
分
と

で
き
な
い
部
分
が
あ
る
が
、

県
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
々
一

緒
に
な
っ
て
相
談
等
を
行
っ

て
い
る
。

②
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成

し
予
防
し
て
い
る
。
施
設
へ

の
待
機
状
況
は
九
四
名
で
、

施
設
の
事
業
計
画
を
上
げ
て

い
る
。
障
が
い
者
の
方
の
支

援
体
制
は
、
自
立
支
援
法
に

よ
り
、
ど
の
方
も
共
通
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

③
十
分
な
職
員
体
制
を
と
っ

て
い
る
。

米
飯
回
数
の
拡
大
は

質
問学

校
給
食
に
つ
い
て
、
現

在
の
週
三
回
の
米
飯
（
郡
家

地
区
は
弁
当
）を
ふ
や
し
て
、

米
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

  答
弁 

西
山
教
育
長

現
在
、
小
・
中
学
校
は
、

月
・
水
・
金
の
三
回
実
施
し

て
い
る
。
保
護
者
向
け
の
ア

ン
ケ
―
ト
で
週
三
回
が
一
番

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
今

後
と
も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
食
育
推
進
計
画

・
防
犯

質
問町

長
は
、
町
の
基
幹
産
業

と
位
置
付
け
る
が
そ
の
実
感

が
な
い
。
農
林
業
予
算
の
ほ

と
ん
ど
が
公
共
土
木
事
業
と

人
件
費
だ
。
農
業
そ
の
も
の

を
育
て
る
直
接
費
が
極
端
に

少
な
い
。
環
境
整
備
も
必
要

だ
が
、
農
家
の
所
得
確
保
に

向
け
て
の
観
点
が
希
薄
で
は

な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
販

売
ル
ー
ト
の
開
拓
を
図
る
な

ど
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。
特

産
品
開
発
に
つ
い
て
も
町
独

自
の
も
の
は
な
い
が
内
容
的

に
は
充
実
し
て
い
る
。
予
算

金
額
が
多
い
少
な
い
は
、
皆

さ
ん
が
判
断
さ
れ
る
こ
と

だ
。

農
業
専
門
課
の
設
置
を

質
問職

員
の
事
業
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
に
は
日
ご
ろ
か

ら
の
訓
練
が
大
切
。
農
業
の

話
が
で
き
、
農
家
か
ら
信
頼

を
得
る
事
業
に
す
る
た
め
に

も
専
門
課
を
設
置
す
べ
き

だ
。

答
弁 

平
木
町
長

現
在
の
セ
ク
シ
ョ
ン
は
産

業
課
だ
。県
の
普
及
所
と
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
い
ろ
い

ろ
な
専
門
官
が
い
る
。
県
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
や
っ
て

い
く
の
が
一
番
い
い
の
で
は

な
い
か
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
統
廃
合
問
題

・
町
づ
く
り
の
視
点
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▲フルーツ情報発信拠点
（八東フルーツセンター）▲なんとかしてほしい　この竹！！

▲元気で仲良く（隼保育所）

川西　聡 議員

保
育
所

民間活力導入の考えは

町長／公設民営の議論は
　　　　　するべきである

小倉　一博 議員

町
づ
く
り

特色ある町づくり

町長／住民と協働してやる

谷口　美佐子 議員

老
人
問
題

町独自で75歳以上の
医療費を無料に

町長／実施すれば倒産する

小林　久幸 議員

竹　

林

竹林の整備と活用は

町長／緊急の課題だ

質
問

①
本
年
三
月
に
出
さ
れ
た
保

育
所
適
正
審
議
会
の
答
申
書

の
中
に
は
「
民
間
活
力
の
導

入
」
の
項
が
起
こ
さ
れ
、

「
先
駆
的
に
導
入
し
た
自
治

体
の
例
に
学
び
、
成
果
を
参

考
に
す
る
」
旨
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

六
月
定
例
議
会
の
同
僚
議

員
の
一
般
質
問
に
対
し
て
、

町
長
は「
少
し
考
え
が
違
う
」

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
在

の
所
見
を
問
う
。  

②
今
の
保
育
所
の
入
所
方
式

は
、
児
童
福
祉
法
第
二
四
条

で
市
町
村
に
入
所
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
は
こ
の
義
務
を
取
り
払

い
、
保
護
者
と
保
育
所
と
の

直
接
契
約
方
式
へ
の
変
更
を

検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
の
所
見
を
問
う
。 

 

答
弁 

平
木
町
長       

①
民
営
の
導
入
あ
り
き
で
は

考
え
て
い
な
い
。

保
育
行
政
の
公
設
民
営
は

ど
う
か
の
議
論
は
す
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
。
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
・
適
正
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
・
運
営
の
方
法
・

財
政
問
題
等
で
民
営
と
直
営

そ
れ
ぞ
れ
長
所
・
短
所
が
あ

り
、
切
磋
琢
磨
し
て
や
る
の

が
い
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。

②
現
状
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
、
保
護
者
と
の
信

頼
関
係
を
損
な
っ
て
は
な
ら

な
い
。

当
町
の
今
の
方
式
は

方
向
性
は
変
わ
っ
て
は

い
け
な
い
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
問
題

・
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

　

実
施

質
問特

色
の
あ
る
町
は
人
も
元

気
で
輝
い
て
い
る
。
本
町
の

自
慢
で
き
る
も
の
は
何
か
。

答
弁 

平
木
町
長

行
政
に
と
っ
て
町
民
福
祉
、

安
全
安
心
が
第
一
で
、
町
の

特
色
は
単
発
で
な
く
延
長
線

上
の
こ
と
と
思
う
。
本
町
に

も
歴
史
・
文
化
と
よ
い
も
の

が
あ
る
が
磨
か
れ
て
い
な
い
。

フ
ル
ー
ツ
も
揃
っ
て
お
り
、

大
阪
（
関
西
事
務
所
）
か
ら

の
発
進
も
考
え
ら
れ
る
。

若
桜
鉄
道
の
上
下
分
離
も

全
国
初
で
、
各
駅
の
活
性
化

を
お
願
い
し
て
い
る
。
観
光

協
会
、
商
工
会
な
ど
、
住
民

の
方
か
ら
動
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

答
弁 

西
山
教
育
長

豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域

の
人
間
関
係
、
教
育
熱
心
な

人
々
な
ど
素
直
な
子
供
が
育

つ
環
境
が
あ
る
。
社
会
教
育

面
で
も
犯
罪
や
事
故
が
少
な

く
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
環

境
が
整
い
、
住
み
よ
い
町
だ

と
思
っ
て
い
る
。

質
問町

の
特
色
作
り
に
特
別
な

課
、
あ
る
い
は
職
員
の
重
点

配
分
を
す
る
気
は
な
い
か
。

地
域
に
あ
っ
た
本
町
と
し

て
の
教
育
が
あ
る
べ
き
と
思

う
が
。

答
弁 

平
木
町
長

福
祉
関
係
、
産
業
課
に
職

員
の
配
分
を
し
た
。

答
弁 

西
山
教
育
長

基
本
的
に
は
教
育
指
導
要

領
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
、
地
域
が
地
域
に
あ
っ
た

も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

基
本
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

は
そ
れ
を
応
援
し
て
い
く
。

質
問後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を

直
ち
に
廃
止
し
て
、
老
人
保

健
法
に
戻
し
、
七
五
歳
以
上

の
老
人
の
医
療
費
は
無
料
に

す
る
意
向
を
町
長
に
質
問
す

る
。七

五
歳
以
上
の
老
人
は
、

病
名
に
よ
り
治
療
費
六
千
円

以
内
に
な
ら
な
い
と
治
療
も

十
分
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な

制
度
だ
。
保
険
料
を
一
年
以

上
滞
納
し
た
ら
保
険
証
は
も

ら
え
な
い
、
お
年
寄
り
い
じ

め
の
ひ
ど
い
制
度
だ
。
町
長

の
見
解
は
。

答
弁 

平
木
町
長

制
度
の
内
容
は
改
正
す
べ

き
と
思
う
。
私
は
知
事
や
何

名
か
の
国
会
議
員
に
も
申
し

上
げ
た
。
保
険
料
は
修
正
す

べ
き
点
は
修
正
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

質
問国

の
関
与
す
る
問
題
で
あ

り
、
民
主
党
へ
政
権
交
代
さ

れ
廃
止
さ
れ
る
方
向
に
な
っ

て
い
る
が
、
修
正
と
な
る
と

時
間
が
か
か
る
。
町
独
自
で

七
五
歳
以
上
の
方
の
医
療
費

は
無
料
に
す
べ
き
と
思
う

が
。

答
弁 

平
木
町
長

何
と
か
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
が
、
町
が
そ
の

部
分
を
肩
代
わ
り
す
る
と
町

は
倒
産
し
て
し
ま
う
。
保
険

料
は
、一
億
一
、三
〇
〇
万
円

だ
。財
政
的
負
担
が
厳
し
い

か
ら
、
薄
く
広
く
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。  

そ
の
他
の
質
問

・
平
和
問
題

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
問
題

質
問町

内
に
あ
る
竹
林
は
三
百

町
歩
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

県
も
竹
林
の
整
備
は
緊
急
の

課
題
と
し
て
捉
え
、
二
〇

年
度
は
三
つ
の
支
援
制
度
、

二
一
年
度
は
竹
林
の
皆
伐
・

竹
材
の
搬
出
等
、
五
つ
を
創

設
し
支
援
制
度
の
充
実
、
追

加
が
さ
れ
て
い
る
。

地
権
者
に
は
費
用
負
担
の

少
な
い
よ
い
制
度
に
思
う

が
、
整
備
は
思
っ
た
ほ
ど
進

ん
で
い
な
い
と
思
う
が
。

①
県
の
制
度
は
使
い
に
く
い

制
度
な
の
か
。

②
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
推
進
す
る
の
か
。

③
整
備
し
た
竹
林
の
活
用
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁 

平
木
町
長

竹
林
の
整
備
に
つ
い
て
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
森
林
へ
の
侵
食
な

ど
の
対
応
策
は
県
と
一
緒
に

な
っ
て
実
施
し
た
い
。

①
整
備
に
対
す
る
基
本
単
価

は
あ
る
が
、
九
〇
か
ら
九
五

%
の
補
助
率
で
あ
り
、
事
業

申
請
に
つ
い
て
も
簡
易
な
申

請
だ
。
ま
た
八
事
業
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
取
り
組
み
や

す
い
制
度
だ
と
思
う
。

②
今
年
度
は
三
地
区
か
ら
事

業
申
請
が
あ
り
、
県
の
認
定

を
受
け
て
い
る
。
今
後
は
、

竹
林
整
備
事
業
の
P
R
を
行

い
普
及
に
努
め
た
い
。

③
間
伐
に
取
り
組
ん
だ
竹
林

で
は
、
筍
の
安
定
生
産
が
見

込
ま
れ
る
。
今
後
検
討
し
た

い
。
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一

般

質

問
　

こ

こ

が

聞

き

た

い

！

15 やず町議会だより　第19号　平成21年11月

▲運動施設（八東若者体育館）

下田　敏夫 議員

建
築
施
設

マネージメント白書の
　　　　　　　　必要性は

町長／今後、取り組んでみたい

桑村　和夫 議員

地
籍
調
査

調査の現況は

町長／境界明確化促進事業と
　　　　　　　連携を図る

質
問行

政
改
革
推
進
法
に
基
づ

く
N
P
M
（
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
）

の
考
え
、
新
し
い
公
共
空
間

の
経
営
に
つ
い
て
基
と
な
る

施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
白
書

を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
は
。

答
弁 
平
木
町
長

施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
白

書
は
、
自
治
体
の
固
有
施
設

を
重
要
な
資
産
の
一
つ
と
し

て
と
ら
え
、
運
営
状
況
・
利

用
実
態
・
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

整
理
し
た
う
え
で
、
施
設
を

通
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
と
課
題
を
明
確
に
し
て
、

改
善
の
方
向
、
今
後
の
進
め

方
な
ど
を
町
民
に
公
表
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。

自
治
体
の
み
が
一
方
的
に

行
政
を
運
営
し
実
行
す
る
の

で
は
な
く
、
議
会
と
連
携
を

密
に
し
、
ま
た
具
体
的
課
題

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
方
と

協
働
し
な
が
ら
真
の
住
民
自

治
の
確
立
を
目
指
し
、
住
民

目
線
の
行
政
経
営
・
住
民
経

営
へ
変
え
て
い
く
意
欲
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
思
う
。

財
産
の
検
証
が
で
き
た

ら
、
今
後
取
り
組
ん
で
み
た

い
。

質
問地

籍
調
査
は
、
所
有
権
の

保
護
・
正
確
な
地
番
・
地
目
・

面
積
・
現
況
に
あ
わ
せ
て
地

目
を
変
え
た
り
、
分
筆
や
合

筆
も
で
き
る
。

公
共
土
木
事
業
・
災
害
復

旧
事
業
な
ど
、
土
地
、
行
政

全
般
に
わ
た
り
合
理
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
税
金
負
担

が
公
平
に
な
る
。

本
町
の
地
籍
調
査
の
現
況

は
、
全
体
面
積
の
二
八
・
九

%
で
あ
り
、
現
在
の
体
制
で

は
完
了
予
定
が
平
成
五
〇
年

度
だ
。
山
地
の
未
調
査
区
域

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
土
地
所

有
者
の
高
齢
化
等
、
現
地
立

会
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

作
業
効
率
も
非
常
に
悪
く
計

画
ど
お
り
に
い
か
な
い
と
思

わ
れ
る
。
地
籍
調
査
の
体
制

を
強
化
し
調
査
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁 

平
木
町
長

合
併
前
に
比
較
し
て
予
算

規
模
・
人
員
配
置
な
ど
縮
小

し
て
お
り
、
遅
れ
る
一
端
と

な
っ
て
い
る
。
山
に
境
界
杭

を
打
ち
、
簡
易
な
測
量
を
行

い
、
成
果
を
後
年
の
地
籍
調

査
に
利
用
で
き
る
予
備
調
査

的
な
事
業
で
、
国
の
直
轄
事

業
の
山
村
境
界
保
全
事
業
が

あ
り
、
二
二
年
度
実
施
を
要

望
し
て
い
る
。 

ま
た
、
八
頭
中
央
森
林

組
合
が
今
年
か
ら
取
り
組

む
。
も
う
少
し
簡
易
な
測
量

で
植
林
さ
れ
て
い
る
山
を
中

心
に
、
境
界
明
確
化
促
進
事

業
と
連
携
を
図
り
、
後
年
の

地
籍
調
査
の
参
考
に
残
し
た

い
。

町
長
提
出
議
案
三
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

◆
請
負
工
事
契
約
の
締
結

昭
和
四
二
年
に
建
築
さ

れ
た
八
東
小
学
校
体
育

館
の
耐
震
補
強
等
の
工
事

を
こ
お
げ
・
八
田
建
設
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

（
代
表
者 

こ
お
げ
建
設
株

式
会
社
）
と
締
結
す
る
。

契
約
額 

四
、
八
七
二
万
円

質
疑

①
入
札
は
、
町
内
企
業
と

J
V
（
共
同
企
業
体
）
を

組
ん
で
四
社
し
か
応
募
さ

れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
辺

の
事
情
は
。

②
予
定
価
格
に
対
し
て
入

札
額
は
、
九
七
%
だ
。
日

弁
連
に
よ
る
と
八
〇
%
に

な
ら
な
い
入
札
は
談
合
と

言
っ
て
い
る
。
町
長
の
見

解
は
。

答
弁 

平
木
町
長  

①
町
内
の
業
者
は
、
A
ク

ラ
ス
一
社
、
B
・
C
ク
ラ

ス
六
社
あ
り
、
J
V
を
組

ん
で
い
た
だ
い
た
。
参
加

す
る
か
し
な
い
か
は
、
各

第
九
回 

臨
時
会

七
月
一
三
日               

会
社
の
考
え
方
だ
。

②
談
合
だ
と
か
そ
う
で
な

い
と
い
う
話
は
、
私
に
わ

か
ら
な
い
。
企
業
努
力
は

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
ス

タ
ン
ス
だ
。

質
疑金

額
レ
ベ
ル
で
言
え

ば
、
J
V
で
な
く
て
も
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

判
断
基
準
は
ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

普
通
だ
と
あ
り
得
な
い

か
も
わ
か
ら
な
い
。
何
と

か
し
て
地
元
企
業
に
残
し

た
い
今
の
経
済
状
況
下
で

の
判
断
だ
。

◆
公
民
館
条
例
の
改
正

職
員
の
勤
務
時
間
の
短

縮
に
伴
い
公
民
館
の
開
館

時
間
を
午
前
八
時
三
〇
分

か
ら
午
後
五
時
一
五
分
ま

で
と
す
る
も
の
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ふ
る
里
の
森
施
設
修

繕
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
等
の
事
業
に
一
、
○

一
八
万
円
を
追
加
し
、
総

額
九
五
億
三
、
一
六
六
万

円
と
す
る
も
の
。

質
疑受

診
率
五
〇
%
以
上
と

す
る
対
策
は
。

答
弁 

平
木
町
長

受
診
者
が
病
院
を
選
べ

る
検
診
、
日
曜
検
診
な
ど

も
行
っ
た
。
集
団
検
診
は

無
料
に
し
て
い
る
。

町
長
提
出
議
案
二
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

国
の
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
を
行

う
た
め
、
二
億
四
、三
五

○
円
を
追
加
し
、
総
額

九
七
億
七
、五
一
六
万
円

と
す
る
も
の
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
。

・
落
石
防
止
対
策

   

三
、六
○
○
万
円

・
防
災
備
品
備
蓄
倉
庫
建

築　
　

三
、○
○
○
万
円

・
集
落
防
災
備
品
配
備
補

助　
　

二
、五
○
○
万
円

・
排
水
対
策

   

二
、一
九
○
万
円

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
修
繕

   

二
、○
○
○
万
円

・
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
発
行
補
助

一
、八
○
○
万
円

・
公
民
館
・
体
育
館
等
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応

一
、七
三
四
万
円

・
八
東
プ
ー
ル
改
修

一
、三
一
○
万
円

・
公
共
施
設
地
デ
ジ
対
応

テ
レ
ビ
購
入

八
○
○
万
円

・
太
陽
光
発
電
補
助
（
家

庭
用
）　
　

七
二
○
万
円

・
郡
家
球
場
緑
化
事
業

六
○
○
万
円

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
委
託
料

五
三
○
万
円

質
疑保

育
所
、
公
的
施
設
へ

の
緑
化
事
業
を
恒
常
的

に
取
り
組
ん
で
は
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う

か
。

答
弁 

平
木
町
長

管
理
に
協
力
い
た
だ
け

る
な
ら
や
っ
て
行
き
た
い

と
思
う
が
、
今
後
の
課
題

だ
。

質
疑こ

の
二
月
か
ら
地
域
活

性
化
対
策
関
係
費
の
補
正

が
一
○
億
円
く
ら
い
に
な

ろ
う
か
と
思
う
。
今
後
の

財
政
見
通
し
は
余
裕
が
で

き
て
、
基
金
積
立
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

答
弁 

平
木
町
長

今
回
の
補
助
は
、
積
立

は
で
き
な
い
。補
助
金
は
、

来
年
以
降
、
か
な
り
減
額

す
る
と
思
う
。

質
疑町

内
へ
の
発
注
は
、
ど

の
程
度
見
て
い
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

町
内
発
注
で
き
る
も
の

は
全
て
し
た
い
。
何
割
か

は
計
算
し
て
い
な
い
が
ほ

と
ん
ど
可
能
と
思
う
。

質
疑プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
発
行
助
成
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
議
論
を
し

て
き
た
が
取
組
ま
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
今
回
導
入
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答
弁 

平
木
町
長

こ
の
た
び
は
、
商
工
会

が
動
き
、
商
工
会
員
で
な

い
店
も
全
て
参
加
を
募
る

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

質
疑洋

式
便
所
の
用
が
足
し

に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
設

計
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
。

答
弁 

平
木
町
長

使
い
に
く
い
と
い
う
こ

と
が
な
い
よ
う
現
状
を
よ

く
見
て
取
組
み
た
い
。

質
疑転

作
奨
励
作
物
に
つ
い

て
、
白
ね
ぎ
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
ア
ス
パ
ラ
な
ど
と

な
っ
て
い
る
が
、
他
に
稲

作
に
変
わ
る
も
の
を
育
て

て
い
こ
う
と
い
う
意
識
は

あ
る
か
。

答
弁 

平
木
町
長

水
田
協
議
会
で
各
地
域

の
実
情
を
考
慮
し
て
重
点

品
目
を
決
定
し
て
い
る
。

町
は
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

質
疑幼

児
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
補
助
は
、

二
千
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
全
額
補
助
と
し
た
ら

ど
う
か
。

答
弁 

平
木
町
長

二
千
円
で
接
種
し
て
い

た
だ
け
る
医
師
が
い
る
の

で
、
そ
こ
に
設
定
し
て
い

る
。永

続
性
を
考
え
た
状
況

判
断
が
必
要
か
と
思
う
。

第
十
回 

臨
時
会

七
月
二
一
日               
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12
月
定
例
会（
予
定
）

月　日 曜日 開議時刻 日　　　　　　程

12月8日 火 9:30

本　会　議
・　開　　会　
・　諸般の報告、請願・陳情の委員会付託
・　町長あいさつ
・　議案上程、説明
　全員協議会

12月9日 水 9:30

本　会　議
・　議案に対する質疑
・　議案の常任委員会付託
常任委員会

12月10日 木 9:30 本　会　議（町政に対する一般質問）
12月11日 金 9:30 本　会　議（町政に対する一般質問）
12月14日 月 9:00 常任委員会

※
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す

12月15日 火 9:00 連合審査会
12月16日 水 9:00 全員協議会

12月18日 金 9:30

本　会　議
・　議案の可否決定
・　請願・陳情の採否決定
・　閉　　会

※全て傍聴できます。（特別の場合を除く）

入江　俊雄（富枝)

 

当
委
員
会
で
は
、
本
誌

が
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
満
足
を
い
た
だ
け
る

よ
う
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 

一
般
質
問
の
掲
載
ス

ペ
ー
ス
拡
大
、
議
案
に

対
す
る
質
疑
者
名
の
表

示
、
行
政
課
題
の
追
跡

報
告
、
町
民
の
声
の
掲

載
、
見
出
し
の
工
夫
な

ど
準
備
が
整
い
し
だ
い

実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

議
会
の
活
性
化
と
あ
わ

せ
町
民
の
皆
様
と
議
会

と
の
大
切
な
つ
な
が
り

を
担
え
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

久
し
ぶ
り
に
「
町
民
の

声
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
、
ど
し
ど
し
お
声

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委 
員 
長　

矢
部 

博
祥

副
委
員
長　

栄
田 

秀
之

委　
　

員　

川
西 

末
男

〃　
　

髙
橋
信
一
郎

〃　
　
　

川
西 　

聡

〃　
　
　

西
尾 

節
子

〃　
　
　

山
本 

弘
敏

編
集
後
記

自
治
省
出
身
で
地
方
制

度
調
査
会
副
会
長
を
務

め
、「
市
民
社
会
と
地
方

自
治
」
な
ど
の
著
書
も
あ

る
前
鳥
取
県
知
事
の
片
山

善
博
氏
は
、
そ
の
在
任
中

「
議
会
は
学
芸
会
」
な
ど

と
批
評
し
、
辛
辣
で
刺
激

的
な
表
現
を
縦
横
に
駆
使

す
る
こ
と
で
、
マ
ス
コ
ミ

の
寵
児
で
も
あ
っ
た
。

地
方
自
治
法
で
は
、
最

初
に
議
会
の
役
割
と
し

て
条
例
の
改
廃
を
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
る
。
執
行

部
職
員
は
、
そ
の
議
決
さ

れ
た
条
例
に
基
づ
き
忠
実

に
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。で

は
、
住
民
は
「
ど
の

よ
う
に
み
て
い
る
か
」
と

な
る
と
、
議
会
は
当
局

提
案
の
条
例
案
を
そ
の

ま
ま
賛
成
す
る
だ
け

で
、
修
正
や
否
決
す
る

の
は
ま
れ
で
あ
る
。
同

じ
く
「
予
算
を
定
め
る

こ
と
」「
決
算
を
認
定

す
る
こ
と
」
も
議
会
に

お
け
る
重
要
な
議
決
案

件
だ
が
、
修
正
あ
る
い

は
不
認
定
に
な
る
こ
と

も
極
め
て
ま
れ
だ
。
特

に
九
月
の
定
例
議
会
に

お
け
る
一
般
会
計
補
正

予
算
に
対
す
る
審
議

は
、
議
会
は
執
行
部
が

行
お
う
と
し
て
い
る
こ

と
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
か
の
試
金
石
と

も
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。日

ご
ろ
か
ら
住
民
と

の
つ
な
が
り
を
重
視

し
、
入
札
や
案
件
へ
の

透
明
性
に
対
す
る
情
報

公
開
を
自
ら
の
「
議
会

報
告
」
を
通
じ
て
問

題
点
を
指
摘
し
て
い
る

議
員
は
現
在
少
数
派
で

あ
り
、
予
算
案
を
修
正

し
た
り
否
決
と
ま
で
い

け
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。議

会
は
多
角
的
視
野

か
ら
行
政
執
行
を
調
べ

不
透
明
な
こ
と
が
あ
れ

ば
是
正
さ
せ
る
の
が
議

員
の
大
き
な
仕
事
の
一

つ
で
あ
る
。

議
員
は
心
し
て
安
易

な
多
数
派
賛
成
要
員
に

な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

都
市
部
や
県
政
レ
ベ
ル

で
は
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
の
問
題
点
指
摘
が
話

題
に
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
本
来
は
そ
れ
ら
の

活
躍
の
余
地
が
な
い
の

が
望
ま
し
い
の
で
あ

り
、
行
政
シ
ス
テ
ム
が

今
後
は
地
方
分
権
型
に

進
も
う
と
し
て
い
る
と

き
「
選
挙
民
の
民
度
以

上
の
議
員
は
生
ま
れ
な

い
」
と
も
言
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
上
の
議

員
に
な
っ
て
や
る
と
の

議
員
の
誕
生
を
期
待
し

た
い
。

議
員
は
安
易
な

　

賛
成
要
員
に
な
る
な

町 民 の 声




